
献
血
は
、誰
か
の
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
る

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

13 12

　少子化と高齢化が同時に進む我が国では、
高齢者の自立を守りつつ、住み慣れた場所で最
期まで過ごせるような環境や体制を作っていく
ことが求められています。人間は年をとると、
程度の差はありますが何らかの体の不調が現れ
ます。その多くは、生活習慣病であり、それら
は食事や運動といった基本的な生活習慣を改善
しながら必要な薬剤をきちんと服用し、副作用
が発現していないかチェックしたり、そのあと
の病状経過に応じて投薬内容を調整したりする
ことが必要です。
　高血圧は、90％が原因不明のもの、そして10％
が症候性（病気が原因で高血圧になるもの）の
二つに分かれます。原因不明のものには、スト
レス、自律神経、頸部・肩部の緊張、交感神経
緊張症状など色々絡んでいます。降圧剤は種類
が多く、主治医の先生に症状を話し、調整しな
がら服用してください。暑さに向けて水分補給
をお忘れなく。　 　　　 （結城市薬剤師会提供）

水分補給をお忘れなく
　
毎
年
夏
季
を
中
心
に
流
行
す
る

急
性
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
発

熱
、
咽
頭
炎
、
結
膜
炎
が
プ
ー
ル

熱
の
主
な
症
状
で
す
。
プ
ー
ル
で

感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
日

本
で
は
プ
ー
ル
熱
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
は
患
者
さ
ん
か
ら

の
飛
沫
に
よ
る
感
染
で
す
。
そ
の

ほ
か
に
手
指
を
介
し
た
接
触
感
染
、

タ
オ
ル
な
ど
を
共
有
し
た
こ
と
に

よ
る
感
染
が
あ
り
ま
す
。

　
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
夏
季
が
流
行
の
中
心

で
す
が
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
は
一

年
中
活
動
し
て
お
り
、
夏
以
外
に

も
流
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
診
断
は
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
疑
わ
れ
た
と
き
に
、
咽
頭

ぬ
ぐ
い
液
な
ど
の
検
査
を
す
れ
ば
、

確
定
さ
れ
ま
す
。

　
か
か
り
や
す
い
年
齢
が
あ
り
、

５
歳
以
下
が
全
体
の
約
80
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
心
配
な
こ
と
は
高
熱
が

続
く
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
が
あ
り
、
治
療
し
や
す
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
は
現
在
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
が
あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
対

症
療
法
に
な
り
ま
す
。
家
庭
で
は

十
分
な
水
分
や
栄
養
を
補
給
し
て
、

脱
水
に
注
意
し
、
見
守
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
咳
な
ど
の
症
状
が
強

い
と
き
に
は
肺
炎
の
合
併
症
の
心

配
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

眼
の
症
状
が
強
い
と
き
は
、
眼
科

の
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
予
防
と
し
て
は
、
患
者
さ
ん
と

の
接
触
を
避
け
る
こ
と
、
ま
た
流

行
時
に
は
う
が
い
や
手
洗
い
を
励

行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
プ
ー

ル
で
の
感
染
に
対
し
て
は
水
泳
前

後
の
シ
ャ
ワ
ー
、水
泳
後
の
洗
眼
、

う
が
い
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で

す
。

（
結
城
市
医
師
会
提
供
）

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
健
康
寿
命
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命

と
は
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
だ
れ
も
が
年
を
取
り
、
要
介
護
状

態
や
寝
た
き
り
を
回
避
し
健
康
に
長

寿
を
全
う
し
た
い
と
思
う
の
は
当
然

で
す
ね
。
し
か
し
健
康
寿
命
は
平
均

寿
命
よ
り
約
10
年
前
後
短
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、全
身
的
虚
弱（
フ
レ
イ
ル
）は

奥
歯
を
失
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥
歯
を
失
う

こ
と
で
や
わ
ら
か
い
食
材
や
ご
飯
、

パ
ン
、
麺
類
な
ど
炭
水
化
物
や
甘

い
も
の
を
偏
っ
て
食
べ
る
傾
向
に

な
り
、
さ
ら
に
丸
の
み
に
よ
る
早

食
い
、
食
後
高
血
糖
、
カ
ロ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
の
反
面
、
た
ん
ぱ
く
質

や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足

し
ま
す
。
そ
し
て
た
ん
ぱ
く
質
低

栄
養
（
低
ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
）
に

よ
り
筋
肉
量
が
減
り
、
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
症
候
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
体

を
動
か
す
筋
肉
、
関
節
、
骨
に
支

障
を
き
た
し
要
介
護
、
寝
た
き
り

状
態
と
い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
か
む
機
能
を
生
涯

維
持
す
る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
（
結
城
市
歯
科
医
師
会
提
供
）

そ
し
ゃ
く
機
能
と
食
の
健
康

■
献
血
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

献
血
と
は
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
健

康
な
人
が
血
液
を
提
供
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

現
在
日
本
で
は
、
輸
血
を
必
要

と
す
る
人
が
年
間
約
１
０
０
万
人

い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
輸
血

用
血
液
を
支
え
て
い
る
の
が
献
血

で
す
。

　

科
学
が
進
歩
し
た
現
代
で
も
血

液
は
人
口
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
血
液
は
生
き
た

細
胞
で
あ
る
た
め
、
長
期
間
保
存

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

献
血
は
、
献
血
す
る
人
の
安
全

性
と
、
そ
の
血
液
を
輸
血
す
る
人

の
安
全
性
の
両
方
を
守
る
た
め
に
、

16
歳
〜
69
歳
の
方
（
た
だ
し
、
65

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
献
血
い

た
だ
く
方
の
健
康
を
配
慮
し
、
60

歳
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ

る
方
）
が
誰
で
も
で
き
る
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ま
た
献
血
に

か
か
る
時
間
は
、
受
付
か
ら
採
血

後
の
休
憩
ま
で
で
、
４
０
０
㎖
献

血
で
15
〜
40
分
、
実
際
に
針
を
刺

し
て
い
る
時
間
は
平
均
で
５
分
〜

15
分
で
す
。（
成
分
献
血
は
、
採

血
量
に
応
じ
て
、
40
分
〜
90
分
）

数
十
分
で
、
人
の
命
を
救
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
が
献
血
で
す
。

■
献
血
を
し
よ
う
！

　

茨
城
県
内
に
は
、
つ
く
ば
・
水

戸
・
日
立
に
献
血
ル
ー
ム
が
あ
り
、

毎
日
献
血
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
　

ま
た
、
結
城
市
で
は
市
役
所

や
公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
献

血
バ
ス
が
お
邪
魔
し
、
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
の
配
車
予

定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
だ
献
血
を
し
た
こ
と
が
無
い
方
の
な
か
に
は
、
献
血
と
い
う
言
葉
は

な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に
献
血
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
詳
し
い
こ
と
が
分
か
ら
な
い
方
が
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
献
血
の
こ
と
を
知
っ
て
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市健康増進センター　　32-7890

　

８
月
以
降
の
市
内
の
献
血
バ
ス
配
車

予
定
日
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

献
血
ル
ー
ム
や
、
献
血
バ
ス
を

見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
24
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
結
城
市
役
所

あなたの献血を
お待ちしています

住宅ローン、マイカーローン、教育ローンはユーシンへ！
〈ユーシン生活応援プランのご案内〉

地域のために  笑顔のために 本　　店 ☎（32）2111
南 支 店 ☎（33）3171
城南支店 ☎（33）0811

■しんきん保証基金5商品（リフォームプラン・カーライフプラン・教育プラン・一般個人
　ローン・しんきんカードローン）のインターネットによる申込取扱いを開始しました。

■結城信用金庫では、毎月第2日曜日の午前中に、ローンのお客様宅へお伺いして融資の
　ご相談をお受けするサービスを行っております。平日、お仕事等でご来店いただけない
　お客様は、お気軽に下記の店舗までお電話下さい。
■ご相談内容（個人向けのお客様）お車の購入、教育資金、住宅の新築・改築、住宅ローンの
　借り換え等に必要な資金のご相談。

〈休日相談訪問活動のご案内〉

け
ん 　　 

広
場

❺
2016

こ
う口

市民
健康教室

No.433

プ
ー
ル
熱

◎シリーズ　介護保険

市介護保険課  介護保険係　　34-0417

　住民税非課税世帯の特別養護老人ホームなど
の費用について、申請に基づき食費・居住費を
補助しています。今年の7月までに申請された
介護保険負担限度額認定証の有効期限が、平成
28年7月31日までとなっています。現在、介護
保険負担限度額認定証をお持ちの方は、有効期
限を確認のうえ更新申請をお願いします。
　なお、申請は随時受付けますが、9月1日以降
に申請した場合、8月のサービス利用分について
は補助対象になりませんのでご注意ください。

● 介護保険負担限度額認定申請書
● 印鑑
● 個人番号（マイナンバー）の分かる書類の写し
● 委任状（代理人による申請の場合）
● 預貯金通帳などの写し

　当制度は、申請月の初日から適用となります。新た
に施設入所、または短期入所を利用する方は、サービ
ス利用開始時に、随時申請を受付けます。
　また、昨年度補助対象外となった方も、資産状況や
世帯内容の変動にともない、今年度は補助対象となる
可能性がありますので、問合せください。

　同じ世帯に住民税課税者がいる場合、別世帯
の配偶者が住民税課税者である場合、または
預貯金などが一定額を超える場合は、食費・居
住費の補助はありません。

所得が低い方で施設および短期入所
サービスを利用している方の食費・
居住費補助認定の更新時期です。

申請に必要なもの

新規申請について

※申請者、配偶者分。通帳を複数冊お持ちの方はすべての通帳
　をお持ちください。写しが必要な部分は、口座番号、口座名
　義人が分かるページと、直近の残高のページになります。
　長期間記帳をしていない場合は、記帳をしてからの申請をお
　願いします。
※有価証券、投資信託などを所有の方は、預貯金通帳のほかに、
　証券などの写しの提出もお願いします。

注意事項


